
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県内の海岸に流れ着くごみを減らしていくために ～海岸漂着物発生状況調査結果～ 
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海岸に流れ着くごみを減らしていくために私たちにできること 

①  海や川にごみを捨てないようにしよう！  

②  ごみの流出を防止しよう！  

③  海岸や河川の清掃イベントに参加しよう！  

        

 

｢みんなできれいにせんまいけ大作戦｣ 

毎年６月から９月には、海や川、山や街の清掃活動が県内の

各市町村で行われます。みんなも是非参加してみよう！ 
 

 

○ポイ捨てしない。 
 
 

○ごみ袋を持参する。 
 
 

 

○マイはし・マイコップを持参し、

ごみの排出を少なくする。 

○草刈り後の草は放置せずに、 

きちんと処理する。 
 

○自分たちのごみが流出しないよう

に、しっかり維持・管理する。 
 

○生活ごみを減らすよう３R 

（発生抑制・再使用・再生利用） 

につとめる。 
 

○漂着ごみが発生してしまったら、 

県や市町村、地域が主催する 

美化活動や清掃活動に参加する。 

富富富山山山県県県内内内ののの   

海海海岸岸岸ににに流流流れれれ着着着くくくごごごみみみををを   

減減減らららしししててていいいくくくたたためめめににに   
   

～～～海海海岸岸岸漂漂漂着着着物物物発発発生生生状状状況況況調調調査査査結結結果果果～～～ 
 



 

  

 

 
 

 

 

 
 

 

調査 1 富山県の海岸に漂着しているごみの量は？ 

 

［調査概要］富山県内の代表的な海岸において、縦横10mの枠の中の漂着ごみの量と種類（人工物・自然物）を

調査しました。 
 

 

 

 

 

調査２ 河川から流出したごみの行き先は？ 
 

［調査概要］小矢部川をモデルに、河口から発信機付きのボトル８個を海に流し、行き先を調査しました。 

 

 

調査３ 富山県の漂着ごみはどこから流れてきている？ 

 

［調査概要］富山県内（３海岸）の砂浜に漂着しているライターを回収し、ライターに書いてあるお店の

名前・住所・電話番号等から、そのライターがどこから流れてきたのかを推定しました。 
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富 山 県 内 の 海 岸 漂 着 物 の 現 状 

漂着ごみは、主に県内の河川の上流から流れてきている傾向がありました。 

富富山山県県内内のの漂漂着着ごごみみをを減減ららすすたためめににはは、、川川のの流流れれをを通通じじてて  

海海にに流流れれ出出てていいるる私私達達のの生生活活ごごみみをを減減ららすすここととがが必必要要でですす！！  

1

富　山　湾

高岡市

射水市

富山市

滑川市

魚津市

黒部市

入善町

朝日町

氷見市

上市町

立山町

舟橋村

黒部川

片貝川

早月川

常願寺川神通川

庄川

小矢部川

石川県

新潟県

仏生寺川

100ｍ2あたりの
漂着物量（ｍ3）

45リットルの
ごみ袋に換算

11袋

23袋

１ｍ3

0.5ｍ3 人工物の
割合

自然物の
割合

２袋

0.1ｍ3

調査により富山県内の全ての海岸に漂着ごみが流れ着いているのがわかりました。 

多い海岸では、45リットルのごみ袋約 53 袋分の海岸漂着物が流れ着いていました。 

 

■海岸漂着物 

（漂着ごみ）とは 

漂着ごみは、富山県のほぼ全域に流れ着いており、海に流れ込んだ

プラスチック、発泡スチロールなどの人工物や、ヨシ・アシ類、流木

などの自然物があります。 

 
■漂着ごみの影響 

 

漂着ごみによって、美しい海本来の景観を損なったり、漁業や海運の

妨げとなったり、海岸の安全な利用を妨げたりしており、また、

海洋生物への影響等も懸念されています。 

 

Ａ：砂浜に漂着しているペットボトルを回収し、ラベルの

住所や形状から流れてきた国を予測すると、不明な

ものを除き、79％が日本国内から、３％が外国から

流れ着いたものであるということがわかりました。 

Ｑ：漂着ごみは外国からも流れてくるの 

 

 コラム 
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調査海岸：県内全域の 55 海岸 

調査期間：平成 24 年 3 月 

 

 

 

 

調査期間：平成 24 年 2 月 

 

 

 

 

調査期間：平成 24 年１月～12 月 

 

 

 

 

富山県内から流出したごみは、

様々な動きをしながら、その半分が

県内に漂着していました。 

その他の県外

岩瀬浜（富山市）

その他の県外

予測地点漂着地点

六渡寺海岸（射水市）

その他の県外

松田江浜（氷見市）

石川県

岐阜県

新潟県

長野県

石川県

岐阜県

新潟県

長野県

石川県

岐阜県

新潟県

長野県

調査海岸：松田江浜（氷見市）・六渡寺海岸（射水市）・岩瀬浜（富山市） 
調査期間：平成24 年１月～12月 

 


